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１ 会議名   令和５年 第 14 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年 12 月 21 日（木）午後２時 30 分～午後３時 25 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明、柿木 秀雄 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長 科学センター館長兼務  ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター次長 ： 宮 文男 

由宇支所次長 ： 中村 洋一  周東支所長    ： 加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長    ： 佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  村尾 利勝、柿木 秀雄 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 15 号  所管事項について 

日程第３ 議案第 50 号 
岩国市教育委員会特定個人情報の取扱いに関する管理規

程の一部を改正する訓令について 

日程第４ 議案第 51 号 
岩国市立学校職員服務規程の一部を改正する訓令につい

て 

日程第５ 協議第１号 
岩国市立学校適正規模適正配置に関する基本方針の改訂

について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ただいまから、令和５年第 14 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名

委員は、村尾委員と柿木委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 15 号 所管事項について」、日程第３「議

案第 50 号 岩国市教育委員会特定個人情報の取扱いに関する管理規程の

一部を改正する訓令について」、日程第４「議案第 51 号 岩国市学校職員

服務規程の一部を改正する訓令について」、日程第５「協議第１号 岩国

市立学校適正規模適正配置に関する基本方針の改訂について」、以上でご

ざいます。 

・それでは、日程第２「報告第 15 号 所管事項について」を議題といたし

ます。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各担当部
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署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所管事項に関

する懸案等があれば説明をお願いします。 

・明日、12 月 22 日に小・中学校の終業式を迎えます。新年につきまし

ては、９日に始業式となります。 

・本日、４つの支援教室・分室で、２学期の終業式を行いました。 

・全体を通して、御意見・御質問がございましたらお願いします。 

・学校教育課にお尋ねします。今年度末で退職される校長は、定年が１

年延長になると思います。対象の校長に話を聞きましたが、半数は延

長せず退職したいということでした。一般教員も同様となると、かな

り穴が開くのではないでしょうか。新規採用や異動で入って来られる

先生で充足するにしても、非常に厳しい面があると思います。今、教

員志望者が非常に減っており、なおかつ、激務であるため、退職延長

と言ってもなかなか 100 パーセント延長はしていただけない。そうな

ると、補充や新規採用者を多く取る必要がありますが、難しいと思い

ます。まだ、希望を聞く段階だと思いますが、何割くらい延長されま

すか。 

・定年引上げとなったので、今年度で辞められる方は、早期退職の扱い

となります。通常、60 歳で定年退職になりますが、今年度については

定年退職が一切ないことになります。教諭の方は、定年の引上げに基

づいて、もう１年、もしくはその後に再任用を選ばれる方がほとんど

です。管理職の方は、特に校長は教えることから長く離れておられる

ので、新採教員の指導などであれば引き受ける可能性があります。こ

こで一つ区切りを付けたいと言われる方が多いのは実感しています。

現場については、今まで臨時採用でやっていた若手が多く採用試験に

受かりました。今年も教員不足は想定されます。例年よりも早く、全

県で意向の調査が始まっていますが、現在、新規採用については、県

教育委員会に多めの配置をお願いしております。それでも安心できま

せんので、昨年は加配凍結されましたが、今年についても、猶予はで

きないという状態です。県教委としては、全県で 35 人学級化は元に戻

したいと宣言しています。岩国市も県境にありますが、死守したいと

思っております。臨時採用で今年大学を卒業する若手で、広島から岩

国に戻ってくると言うお話もいただいておりますので、積極的に仕事

はあると告知しています。そのような対応をしております。 

・岩国市は東部という土地柄、臨時採用が少ないので、大竹市と連携し

て臨時採用を取り込んだこともありました。今、お話にありましたが、

ほとんどの先生方が定年延長を希望しているということであれば、ま

だ余裕があると思いますが、働く環境を充実させながら、先生方が楽

しく、末永く子供たちと一緒に学習できる職場づくりを含めてよろし

くお願いします。 
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・もう一点、部活の地域移行について、目途は立ちましたか。 

・周知は広がってきましたが、受入れの目途については、まだまだの状

態です。今回、12 月議会でも取り上げられました。その中で、段階的

に縮小していく事を外へ向けて発信できていますが、保護者や小学生

に届いていない現状がございますので、保護者・教職員・小学生に向

けて、年明け早々に、リーフレットや通知文等で周知する計画を進め

ています。これらを読んでいただいて、段階的に移行するので、急に

なくなるものではないことを理解していただき、中山間地域であって

も、中央部であっても、できるだけ子供たちの活動の場が確保される

ように。ただ、暫定的な措置なので、競技団体やその他団体に、少し

ずつ広がっていますが、御理解いただき、受入れの準備をしていただ

きたいです。１月になれば、全県で受入れ団体のホームページが県の

主導で出来上がります。その中に、地域の受入れ団体が登録をしてい

くことになります。 

・それは県のホームページですか。 

・そうです。 

・県のホームページではなく、岩国市独自のホームページを作った方が

良いと思います。行政区の大小があります。例えば、光市は行政区も

学校数も小規模です。2028 年に部活動廃止を明言していますが、学校

数や規模が岩国市とは違います。また、山間地域もあるので、光市よ

りも早く履行できるかといえば、競技団体との折衝や受け皿など、ク

リアすべき問題が多いです。県全体の話になると、ピンと来ません。

岩国市の方向性を独自に示した方が良いと思います。 

・文化スポーツ課とも協力して、周知を図りたいと思います。 

・体育協会は、各団体を持っています。吹奏楽部は文化スポーツ課に頼

っても良いと思いますが、体育協会との関係性を密にしながら頑張っ

てください。 

・３点ございます。まず、各課の連携について、前回、生涯学習課の花

いっぱい運動への参加が少ないことについて、学校教育課と連携をし

てというお話をしましたが、先月の校長会のときに、早速連携されて、

全校長出席の下、表彰式の模様をスライドで紹介していただきました。

担当はもちろん、校長が先頭に立って、学校全体を盛り上げて豊かな

心を育むということで、花いっぱい運動の輪が広がればいいなと思い

ます。 

・２点目ですが、同じく校長会で、児童生徒等への性暴力についてのお

話がありました。今までは、教員の認識として、子供との人間関係が

できていればこのくらいは良いだろうと思っていたことが、今は全部

だめで、社会的な問題になっています。書写の時間に後ろから手を添

えて指導したり、音楽の発声指導でお腹に手を当てたり、頭をなでて
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ほめることもだめです。人権教育の立場から、しっかり把握しておか

ないといけません。そこで、ジュニア合唱の指導の際に、退職した音

楽の先生もいるので共有しましたが、身体に触れることは気を付けな

いといけないということで、皆驚いておりました。社会教育の面では

大人も一緒だと思います。高齢者に対する言葉遣いであったり、指導

方法を見直す良い機会だと思いました。図書館や科学センター、各課

がこのことをシビアに受け止め、流れが変わっているんだなというこ

とを認識してほしいです。せっかく教員になったのに、こういったこ

とで教職を失うことがないように、教員を守るためにも、しっかり指

導を徹底してほしいと思います。生涯学習課から何かありますか。 

・公民館の指導員向けの会議を２か月に１回行っておりますので、周知

していきたいと思います。 

・学校教育課が良い資料をお持ちですので、具体的に指導しないと、感

覚がなかなか切り替わらないのでよろしくお願いします。 

・３点目ですが、先日、「ＰＬＡＴ ＡＢＣ」に伺いました。皆さん、Ａ

ＬＴが少ないということで、やはりネイティブの方の発音や文化に触

れたがっています。この日は、高水中学校のＡＬＴが午前中講座で来

られて、午後もボランティアで来てくださいました。少ない財政の中、

人材確保に東奔西走していただき、その努力に敬服いたしました。室

長から何かありますか。 

・今、来年度の国際交流支援員、小学校のＡＬＴの業者の更新作業に入

っておりまして、そういったことをしっかりやっていただける業者を

選定委員の皆様に選んでいただきたいと考えています。 

・日曜日に、川下地区で地域のイルミネーションイベントがあり、多く

の方が来てくれました。小学生も積極的に出し物等に参加してくれま

した。もう十年近く開催していますが、イベントの度に、校長先生や

教頭先生方が来て、子供たちの世話をしてくださっています。学校の

単元として取り扱って別日に振替休日を設けることができれば、先生

方の労働問題も解消できるのではないかと思うので、仕組みを考えて

いただければ、学校と地域の連携もできて、子供たちの育成に寄与で

きると思いました。 

・もう１点、ドロップアウトした子供たちの居場所づくりとして、出張

所や公民館、図書館などありますが、事前登録なしで利用できるスペ

ースがあれば、地域や関係者の見守りで、道を外れそうな子供たちを

守れるのではないかと思うのですが、対策があれば教えてください。 

・居場所づくりについては、20 数年前に土曜日が隔週休みとなったとき

に、各校に１～２人教員を配置して学校開放をしましたが、子供が来

なかったので、土日は家庭に返すという方針にしました。家庭で見る

ことができない子については、地域クラブを開いて集めていましたが、
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それでも頓挫しました。 

・費用対効果がなかったんですね。 

・効果がありませんでした。居場所づくりは難しく、解決策がなかなか

見つかりません。 

・教員の勤務となると難しいです。先ほどの１点目ですが、学校全体の

行事であれば、振替休日としています。学校によっては、地域ぐるみ

のマラソン大会を週末に組んで、週休日を入れ替えて、全校休みにし

ています。一部の場合は、「やまぐち型地域連携教育」の勤務の割り振

りが可能です。仕組みの上では可能ですが、担任を兼ねていたりする

と、休みを取ることが難しく、加配教員が多ければ、ピンチヒッター

の代替が可能になりやすいので、改めて人材の確保が大切だと思いま

す。 

・もう１点の居場所づくりですが、公的に整えることは難しいですが、

民間事業所が補助を受けながら、放課後デイサービス等の事業展開を

行っております。効果につきましては、今後、見極められるのかなと

思っています。教育委員会としては、そのような活動を後援させてい

ただき、学校に情報提供しています。今月、１件事業所ができました

ので、また御紹介します。 

・川下にはありませんよね。 

・川下にはありません。 

・愛宕はこども食堂があり、新しい事業所は駅前にできましたね。 

・あっても１～３か所で少ないですよね。 

・それと、地域の行事を学校の学習に位置付けるのは、教育課程の年間

計画に位置付けていなければ、勝手に休むことはできません。 

・長距離走を休日に入れている学校はあります。 

・小さな学校で全員参加のところですよね。 

・そうです。学校が参加しなければ、地域の行事が成り立たないという

事情もあります。 

・地域の活性化に役立っているわけですね。 

・そうです。 

・学校教育課にお尋ねします。新卒で入る方に対して、募集が増えるよ

うな取組を県や市の単位で行っていますか。弊社に応募される方は４

～５割が教員免許を持っていますが、チャレンジしたいメンバーは今

の教育現場に漠然とした不安があり、民間を選んでいる気がします。

市として、働く環境の状況を発信したり、取組を紹介したり、何かア

ピールされているかどうかが気になっております。毎月、全国の先生

方とオンライン会議をしていますが、地元の学校の先生になっても、

よその学校が良いからと、働く場所をいろいろ変えていく先生がいま

す。教職であれば、どこでやっても一緒という考え方ではないように
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感じます。岩国市は地元の人しか集めていないのではありませんか。

全国規模で見たときの教員獲得競争において、このままではいけない

と思うので、何かアピールされているか確認したいです。 

・もう１点は、校長の定年延長の話で、総員としては足りているが、管 

理職が不足しているという状況にあるならば、管理職やリーダーの魅

力を育んだり、開発したり、そういう取組を今現在されているのか、

今後行おうとしているのか。教えてください。 

・まず、新卒の方へのアプローチの事例で、市独自のものと、全県で進

めているものがあります。市では、キャリア教育で教員の魅力を講師

役で毎年伝えています。市教育委員会の指導主事が高校の現場で語っ

たり、山口大学の教職大学院に教員を派遣し、その教員が講師となり

魅力を発信しています。全県で言いますと、教員不足が問題となり、

教員獲得のために制度改革をしております。山口県では、免許がなく

ても採用し、その後２年をかけて免許獲得の助成をしています。また、

大学３年生の秋に、一部の教員試験を実施しています。そして、翌年

７月の試験でその領域を免除しています。また、同じく大学３年生で

教員セミナーを１年間受講してもらうと、一次試験が免除になります。

県教育委員会の指導主事が近隣大学へのアプローチも行っています。

管理職の魅力の発信についてはまだまだ不足しているので、御指南い

ただければと思います。 

・身近に優秀な教員がたくさんいますが、皆さん市外で働いているので

もったいなく感じています。 

別にないようでしたら、報告第 15 号を終わります。 

次に、日程第３「議案第 50 号 岩国市教育委員会特定個人情報の取扱

いに関する管理規程の一部を改正する訓令について」を議題といたし

ます。それでは、教育政策課から説明をお願いします。 

・本議案につきましては、今年度行われました組織改編に伴いまして、

岩国市特定個人情報の取扱いに関する管理規程が令和５年４月１日付

けで改正され、特定個人情報の管理の状況等について監査するための

監査責任者を、これまでの総合政策部長からデジタル改革担当部長に

変更したことにより、本規程においても、規定の整備を行うものです。

なお、この訓令は、本日 12 月 21 日から施行し、令和５年４月１日か

ら適用したいと思っております。以上、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

・ただ今の説明に、御質問・御意見がございましたらお願いします。 

 別にないようでしたら、議案第 50 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 50 号は原案のとおり決します。 
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・次に日程第４「議案第 51 号 岩国市学校職員服務規程の一部を改正す

る訓令について」を議題といたします。学校教育課から説明をお願い

します。 

・地方公務員法第 26 条の３及び職員の高齢者部分休業に関する条例の規

定に基づき、高齢者部分休業の取得が可能となりました。そのため、

本服務規程様式の第５号、出勤簿になりますが、こちらに高齢者部分

休業の欄を追加するものです。なお、施行期日につきましては、令和

５年 12 月 21 日からとし、令和５年４月１日から適用としております。

よろしくお願いいたします。 

・ただ今の説明に、御質問・御意見がございましたらお願いします。 

・この規程は、令和６年ではなく令和５年でよろしいですか。 

・遡って適用とさせていただきます。  

・承知しました。 

 別にないようでしたら、議案第 51 号は原案のとおり決することに御異

議ありませんか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、議案第 51 号は原案のとおり決します。 

・次に、日程第５「協議第１号 岩国市立学校適正規模適正配置に関す

る基本方針の改訂について」を議題といたします。なお、この日程に

つきましては、公表までの間、議事については非公開としたいと思い

ますが、いかがでしょうか。 

・異議なし。 

・御異議なしと認め、協議第１号は非公開といたします。 

・それでは、非公開として議事を進めてまいりますので、関係者以外の

方は、退出をお願いします。 

・それでは、教育政策課から説明をお願いします。 

・概要について説明いたします。基本方針（案）の１ページを御覧くだ

さい。今回、修正や追加をした箇所は、赤字で示しております。この

度の改訂は、2019 年（平成 31 年）２月に改訂した基本方針について

５年が経過するため、主に、基礎データを更新するものです。基本的

な方針については、国等においても、学校の適正規模適正配置の方向

性に大きな変更がないため、変更は加えておりません。引き続き、長

寿命化計画の考えの下、学校の適正規模適正配置について検討してい

くこととしています。続きまして４ページ、岩国市公共施設等総合管

理計画が令和５年３月に見直されたため、それに合わせて修正するも

のです。⑶学校施設整備については、岩国市公共施設等総合管理計画

等との整合を図りながら、複合化等についても検討することを追加し

ております。また、⑷廃校についても同様に、岩国市公共施設等総合

管理計画等の整合を図りながら、有効活用等について検討することと
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しております。次に５ページは、本年度の学校配置状況を表にしてお

ります。令和４年４月から美川小学校が休校となっております。６ペ

ージ、７ページは地区についての補足をしております。８ページは、

中学校の部活動の設置状況のデータを変更しております。続く９ペー

ジにかけて、児童生徒数や学校規模の推移、学校施設の状況について

数値を修正しております。これらの修正につきましては、本文の後ろ

に添付しております、資料１から 13 に基づいて算出しております。10

ページからは関係法令になります。12 ページは、通学区域に関する規

則の改正に伴い、修正をしております。次ページ以降は資料になりま

す。資料１から３は児童生徒数等の推移をグラフ化しております。資

料の４と５は、児童生徒数と学級数の将来推計です。資料６と７は、

それを基に適正化区分で分けた学校の分布になっています。対象校に

該当する学校や、適正規模の学校についての現在と５年後の将来予測

となります。美和東・西小学校と装港小学校の統合もそれぞれ反映し

ております。資料８と９は、現在の適正規模以外の学校の、徒歩によ

る通学距離の範囲を示しております。前回の方針では、５年後の推計

で円の表記を変えておりましたが、今回は５年後も０学級になる学校

がないことから、現時点で作成をしています。また、資料８の補足で

※が隠れておりますが、資料８の円の半径は３キロメートルとなって

おります。こちらにつきましては、次回までに修正をいたします。資

料 10 と 11 は小学校の通学区域の図になります。資料 12 は現在のスク

ールバスの運行状況の表を載せております。最後に、資料 13 は、学校

施設の建築年度別のグラフ（令和５年４月１日現在）を載せておりま

す。学校施設の半数以上が建築後 40 年を超えております。以上が改訂

の概要となります。 

・今後の予定ですが、一つお詫びといたしまして、事前にお配りできれ

ば良かったのですが、作業の遅れにより当日配布になりまして申し訳

ございません。それを踏まえまして、本日、御説明させていただきま

したこの案の内容につきまして、１月 12 日頃までに教育政策課までメ

ールやお電話にて御意見をお寄せいただければと思います。いただき

ました御意見を踏まえて再度検討し、次回の教育委員会会議にてお示

ししたいと考えております。 

・現段階で御意見・御質問・御意見がございましたらお願いします。 

・旧耐震基準と新耐震基準がありますが、旧耐震基準は 1981 年以前の建

物ですか。 

・はい。1981（昭和 56）年６月 1 日以降で新耐震基準に切り替わってい

ます。倒壊など大規模地震においても、なるべく人災被害を抑える形

で、地震に強い構造計算をすると基準が改正されております。 

・市内のほとんどの学校で耐震補強をしたと思いますが、新旧併せて、
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対象にふさわしい形で耐震補強をされていますか。 

・現在の基準に合った耐震工事を行っております。 

・安全性は保たれているということでしょう。そうであれば、建て替え

る必要はありますか。 

・耐震と老朽化は別の話になります。耐震の躯体で耐震性は保たれてい

ますが、老朽化により雨漏りがしていたり、構造そのものが古く、耐

用年数を過ぎている状況のものは、長寿命化計画と併せて、今回、装

港小学校も統合の方向で決定しましたし、灘小学校の屋内運動場も今

建て替えています。現在、古いものから順番に建替えを進めています。 

・子供たちが学習の場として使用する校舎は、耐震補強がされているの

で、その面では安全性は確保されているということですね。分かりま

した。 

・別にないようでしたら、協議第１号を終わります。 

・本日の議題は以上でございます。次回の教育委員会会議の日程につい

て、事務局から説明をお願いします。 

・次回定例会は、１月 26 日金曜日、本庁２階特別会議室において、14

時から所属長会議を、14 時 30 分から教育委員会会議を開催いたしま

す 

・以上をもちまして、令和５年第 14 回岩国市教育委員会会議を終了いた

します。 
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